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「京都大学言語学研究」(25号)の 原稿募集について

 京都大学言語学研究(25号)の 原稿 を募集 します。投稿 され る方は次の執筆要項

によりご提 出下 さい。

執筆要項

1.提 出 原 稿

・原稿種別 は以下の通 りとす る。

 研究論文、研究ノー ト、懇話会要旨

。完全原稿 を提出すること。

・別途用紙 に、以下を明記 して添付するこ と。

一 題 目

一 執 筆 者 名
、 ふ りが な

― 原 稿 種 別

一 ペ ー ジ 数(要 旨 を含 め な い)

一 所 属 機 関

一 連 絡 先(郵 便 番 号 、 住 所 、 電 話 ・フ ァク ス番 号 、e―mai1ア ドレス)

2.研 究 論 文

・原稿枚数 原則 として、図表 などを含 めA4版 用紙30枚 以内 とす る。 こ

れ を超える原稿についても投稿を受け付 けるが、採用 された場合でも、掲

載が26号 以降になることがある。

・文字のサイズ 日本語論文は明朝体12ポ イン ト(1行37字 程度)・1ペ ー

 ジ35行 程度 、欧文論文は12ポ イン ト・1ペ ージ35行 程度(15ス ペー

 ス程度)と す る。

・原稿の余 白設定等 各ページのマージンを上下左右=30、35、30、30mm

 とる。ページ番号は印字せず、右下隅に鉛筆で記入す る。

・ タイ トル と氏名1ペ ージ 目のは じめにタイ トル と氏名(中 央揃 え)を 入

 れること。 タイ トルは14ポ イント太字 とする。なお、タイ トルの上部 に

 は2行 分の余白を設け、タイ トル と氏名 の間に1行 分、氏名 と本文は じ

 まりとの間に2行 分の余 白を設ける。

・注 注は通 し番号 をつけ、各ページの末尾におく。文字サイズは10か ら

 11ポ イ ン トとすることが望ま しい。

・要旨A4版 用紙1枚 の要旨を付ける。要 旨は本文 と異なる言語で書 くの

 が望ま しい。原稿のスタイルやタイ トル と氏名の体裁 については上記 に

 準ずる。要旨文のは じま りの左上部に 「要旨」 「Abstract」等 と太字で表

 記 し、要 旨文のは じま りとの間に1行 分の余白を設 けるこ と。
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・採否 編集委員会で決定し、原稿受付 より二ヶ月以 内に採否を連絡す る。

●原稿締切 日 原稿は随時受け付ける。ただ し、2006年7月31日 を過 ぎて

到着 した論文については、採用 された場合第25号 ではなく、それ以降の

号への掲載 とす る。

3.研 究ノー ト

 原稿枚数、体裁、採否、原稿締切 日等は研究論文に準ず る。

4.懇 話会要旨

・ 「京都大学言語学懇話会」での発表の要旨を掲載す る。原稿枚数 は、A4

 版用紙1枚 とす る。

●体裁は、論文 に準ずる。

・原稿締切 日は、発表当日とする。

5。 連 絡 先

投稿は下記にて受 け付けます。電子メールでの投稿 も可能ですので、ご相談下

さい。

〒606-8501京 都市左京区吉 田本町京都大学大学院文学研究科言語学研 究室

                      電話/Fax:(075)753―2827

電 子 メ ー ル=KULR-hensyuu@ling.bun.kyoto-u.acjp

6.そ の 他

・提 出いただいた連絡先は、編集に必要な場合 にのみ使用いた します。

・採用論文については後 日、電子媒体(フ ロッピーディスク、MOデ ィスク、

 CD-Rな ど)で も原稿 を提出いただきます。

・採用 された原稿及びフロッピーディスク類は原則 として返却いたしません。

・LATEXで 執筆す る場合は、上記の書式に含わせたスタイル ファイルを用意

 していますので、編集委員まで御連絡下 さい。

・抜 き刷 りは50部 とし、印刷費用は原則 として投稿者にご負担いただきま

 す。また、希望 され る方には実費にて増刷を行 うことができます。

●執筆者 には、掲載号を一部進呈いたします。

・第25号 は、2006年12A発 行を予定 しています。
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編集後記

今年 も無事、『京都大学言語学研究』24号 発行の運び となりました。編集作業に

ご尽力いただいた皆さまに、この場をお借 りして厚 く感謝申し上げます。

 今号までの成果 と反省点を踏まえ 『京都大学言語学研究』をより魅力的な雑誌 と

すべ く、すでに次号編纂に向けての会合が持たれています。今後とも、暖かく見守つ

ていたきますようお願い申し上げます。

編集委員長
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